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論文内容の要 旨
金属は，機械的な強度を必要とする歯科補綴材料として不可欠のもので，現在金を主成分とする合
金のほかに，いろいろな金属が使用されている口このため， óhi:P↓ JTJ 金属ω/川本組織に及ぼす)i~~~~，~につ
いては，生物学的立場から，すでに数多くの研究報告がなされている凸しかし，使用金属の加工条件
や研究方法などが多岐にわたるため，その見解に統一性がない。他方，歯科補綴臨床において， .最近
提唱されている Implant Denture，ボタン義歯， あるいは歯肉縁下の文台歯形成に伴う金属冠の装着
などにおいては，口腔粘膜創傷部と歯科用金属とが必然的に接触するため，各種金属が創傷粘膜に対
する影響を知ることは，重要な研究課題である白
そこで本研究は，歯肉創傷に対する各種金属の影響を究明するために，基礎研究の立場から，金，
銀，銅，クローム，コバルト，ニッケノレ，亜鉛，錫，アノレミニュームの 9 種類の純金属を選んだ。そ
して金属の加工条件を一定にするとともに， この金属を in situ の状態で組織とともに薄切できる組
織標本をうるために，真空蒸着法を採用し，動物実験を行なった口
実験は，まず一端を半球状に良く研磨した温成重合レジン体(径1.5 mm) をつくり，これに屯顕
用真空蒸着装置を用い，上記各種純金属を蒸着して実験に供した。実験動物は，健常な成犬 (ô , 
104頭)を用い，その上顎両側小臼歯の歯間乳頭部を実験対象とした。ここに No.5 の球状パーで椀
状欠損(深さ約1.5 mm) をつくり，金属を蒸着した上記レジン体の半球状部を挿入し，この他端は，
近接歯牙に装着した金一パラジュームー銀合金の保持装置に固定した。観察期間は，歯肉創傷に異物
を挿入した結果起こる二次的変化を考慮して， 4 週までとして経目的観察を行なった。被験部位は切
除した後， 10%中性ホノレマリン液で回定，脱水し，原型レジンをクロロホノレムで溶解し，ついでセロ
イジン・パラフイン包埋を行ない，純金属蒸着膜とともに組織を薄切した。標本は，主としてへマト
キシン・エオジン重染色をほどこし，光学顕微鏡で観察し，必要に応じて金属検出のための組織化学
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的方法を用いた。なお，対照として，生物学的に最も無害とされている陶材を用い，レジン体と同一
条件下で経目的観察を行ない，大要つぎのような結果を得た口
1 )金，クローム，アノレミニュームは，歯肉創傷に対して陶材の場合とほぼ同様の治癒経過を示
し，組織為害性はもっとも少なかった。就中，金は，それ自体イオン化傾向が 9 種類のうち最も小さ
く，組織液や I睡液に対し安定なため，生体組織にほとんど為害性を示さなかった。またクローム，ア
ノレミニュームは，イオン化傾向は大であるが，空気中あるいは液の存在する口腔内において，その表
面に生成された化合物が安定であり，組織に対しては金と同様，影響が少なかった。
2 )銀は，イオン化傾向が小さく，創傷肉芽組織に対して，金についでその為害作用は少なかっ
?こ口
3 )銅は，本実験に用いた金属のうち，最も激しい組織反応を示した。すなわち，銅は，金や銀と
同様に，イオン化傾向は小であるが，創傷組織を広範囲に変性壊死に陥らせ，その変性壊死部を分離
しようとして，創傷組織に強い反応を惹起した口これはおそらく，組織化学的に多量の銅を含む壊死
塊が，生体組織にとってきわめて強い刺激を惹き起したものであろうと考えた。
4) 錫は，空気巾において容易に酸化され，その生成物は比較的安定である口しかし，本実験にお
いて，錫真空蒸着膜に直接する創面表層部は変性壊死に陥いり，その程度は銅の場合ほど激しくはな
かったが，変性壊死部の分離作用は遅延していた口
5 )亜鉛，コパノレト，ニッケルは，比較的早期にレジン体より剥離する傾向があった。そしてこれ
ら金属は，錫よりもイオン化傾向は大きく，低級酸化物をつくる金属であるが，生体組織に対する為
害性は，銅，錫よりも少なかった。
以上， 9 極類の純金属を用い，これらが口腔内の創傷治癒に及ぼす影響を検索した結果，創傷肉芽
組織に対して為害性の最も少なかったものは，金， クローム， ア jレミニュームで， これらに銀，亜
鉛，コパノレト，ニッケノレ，錫がつづき，銅は，最も激しい組織反応を示した。なお，各種純金属の組
織為害性は，これら金属のイオン化順列と必ずしも一致しなかった。
論文の審査結果の要旨
歯科用金属の生体組織に対する影響に関する研究報告は多いが，まだ不明の点も多い。
本論文は，歯肉組織に対する各種金属の影響を究明するために，新たな考えの下に，生物学的立場
から実験的に基礎研究を進めたものである。すなわち，各種の補綴物が口腔粘膜創傷部と必然的に接
触する場合を考慮に入れて，創傷歯肉を実験対象とした。また，歯科用合金に必要な成分である 9 忠
類の純金属を選び，真空蒸着法を採用して金属の加工条件を一定にしたこと，この蒸着金属を in situ 
の状態で歯肉組織とともに薄切して観察を行なったことなどは，本研究の特徴といえる。
この結果，次のことが明らかにされた。
イオン化傾向の小さい金や銀は，生体組織に対する為害性がきわめて少なく，イオン化傾向の大き
いクローム，アルミニウムは，表面に安定な中級酸化物をつくるため，組織為害性が金と同様に少な
? ?つ山
い。乙れに対して，銅は，金や銀と同様にイオン化傾向が小さいにもかかわらず，生体組織に対する
為害性がきわめて大きい。また，錫は，銅よりもイオン化傾向が大きいにもかかわらず，組織為害性
が銅の場合ほど激しくない口さらに，亜鉛，コパノレト，ニッケjレは，錫よりもイオン化傾向が大きい
が，生体組織に対する為害性は錫の場合よりも少ない。
以上，各種純金属の歯肉創傷治癒に及ぼす影響は，これら金属のイオン化順列と必ずしも一致しな
い乙とを示している。しかも，乙の影響は，金属と創傷部とが接することによってつくられた生成物
の，安定性，溶解性，組織為害性によることを示唆するもので，乙の点注目に値する。
乙れを要するに，本論文は，口腔内における環境下で，生体組織に対する金属の影響について，新
しい角度から知見を加えたもので，歯科用金属に関する研究の進展に寄与するものとおもわれる。
ワ山円。つ臼
